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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第148期

第１四半期連結
累計期間

第149期
第１四半期連結
累計期間

第148期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 （百万円） 5,867 5,257 24,597

経常利益 （百万円） 277 151 1,226

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 244 970 662

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 236 1,127 46

純資産額 （百万円） 8,917 9,854 8,727

総資産額 （百万円） 31,044 29,222 28,452

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 3.08 12.24 8.36

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.7 33.7 30.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、力強さに欠けるものの、緩やかな回復基調で推移しており

ます。しかしながら、英国のＥＵ離脱問題や中国・新興国経済の景気減速、円高や株式市場の低迷などから、景

気の先行き懸念が高まっております。

このような環境のなかで、中期経営計画の２年目を迎え、引き続き「安定した収益力」と「財務健全化の達

成」の両立を目指すことを基本方針として、既存事業の強化・領域拡大、グローバル化への対応強化、新規事業

への注力、財務体質の強化に努め、業績の向上と収益の確保に取り組んで参りました。

この結果、当第１四半期連結累計期間は、売上高は、52億57百万円（前年同期比10.4％減）、営業利益２億69

百万円（前年同期比17.5％減）、経常利益１億51百万円（前年同期比45.5％減）、これに「繰延税金資産の回収

可能性に関する適用指針」を当期から適用したこと等により、法人税等調整額として８億69百万円の利益計上を

したことから、親会社株主に帰属する四半期純利益は、９億70百万円（前年同期比297.6％増）となりました。

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。

 

①化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、一般品および二次塩類等は、国内ユーザーの低迷による出荷数量の減

少から減収となりました。一方で、半導体向けの電子工業向高純度品は、国内外共にユーザーの操業が大幅に

拡大したことにより、売上げを伸ばしました。

水処理用などの凝集剤は、上下水道向けが低調に推移したことに加え、鉱物資源価格の下落傾向が続いてい

ることから、減収となりました。

コンデンサー向け原料につきましても、減収となりましたが、消臭剤は、繊維向けが拡大し大幅な増収とな

りました。

この結果、当セグメントの売上高は、38億86百万円（前年同期比4.6％減）、セグメント利益は、３億36百

万円（前年同期比26.6％増）となりました。

②機械事業

破砕関連機械につきましては、本体販売の受注残は、比較的高水準で推移しているものの、当期間の出荷が

低位で推移したことから、減収となりました。消耗部品、プラントは、減収となりました。鋳鋼品は、増収と

なりました。

下水道関連の掘進機の本体販売は、アジア向け輸出が減少し減収となりました。レンタル物件は、依然低迷

が続いているものの前期比では増収となりました。

特殊スクリーン、精密機械加工も、減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、６億87百万円（前年同期比40.7％減）、セグメント損失は、25百万円

（前年同期は、43百万円のセグメント利益）となりました。

③電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、昨年来続いている資源価格の低迷から、ガリウムは苦戦

が続いております。一方で、赤燐は光ケーブル用受光素子向けを中心に好調に推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は、３億74百万円（前年同期比4.8％増）となりましたが、セグメント損

失は、７百万円（前年同期は、セグメント利益51百万円）となりました。

④その他

石油精製用触媒の再生事業は、増収となりました。不動産の賃貸は、僅かに減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、３億７百万円（前年同期比12.0％増）、セグメント利益は、１億89百

万円（前年同期比22.4％増）となりました。

 

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

 4/17



(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、79百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,442,038 同左
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は1,000株

計 79,442,038 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 79,442,038 － 8,443 － －

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   153,000
－ 単元株式数は1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 78,863,000 78,863 同上

単元未満株式 普通株式   426,038 － －

発行済株式総数 79,442,038 － －

総株主の議決権 － 78,863 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）含ま

れております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋一丁目１

番１号
153,000 － 153,000 0.19

計 － 153,000 － 153,000 0.19

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,653 2,663

受取手形及び売掛金 6,758 6,435

商品及び製品 1,193 1,416

仕掛品 922 939

原材料及び貯蔵品 799 735

その他 487 561

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 12,810 12,745

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,903 4,834

機械装置及び運搬具（純額） 1,742 2,090

工具、器具及び備品（純額） 441 443

土地 5,057 5,056

リース資産（純額） 21 26

建設仮勘定 458 56

有形固定資産合計 12,625 12,508

無形固定資産   

借地権 919 919

その他 41 39

無形固定資産合計 961 958

投資その他の資産   

投資有価証券 1,318 1,273

その他 754 1,749

貸倒引当金 △17 △12

投資その他の資産合計 2,055 3,010

固定資産合計 15,642 16,477

資産合計 28,452 29,222
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,446 3,336

短期借入金 6,449 6,421

未払法人税等 100 96

賞与引当金 243 374

その他 1,836 2,032

流動負債合計 12,076 12,261

固定負債   

長期借入金 4,272 3,722

退職給付に係る負債 2,912 2,916

その他 464 468

固定負債合計 7,649 7,106

負債合計 19,725 19,367

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 840 1,810

自己株式 △36 △36

株主資本合計 9,247 10,217

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 25 △5

繰延ヘッジ損益 △9 △18

為替換算調整勘定 82 71

退職給付に係る調整累計額 △638 △430

その他の包括利益累計額合計 △538 △383

非支配株主持分 18 20

純資産合計 8,727 9,854

負債純資産合計 28,452 29,222
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 5,867 5,257

売上原価 4,557 4,001

売上総利益 1,310 1,255

販売費及び一般管理費 983 985

営業利益 326 269

営業外収益   

受取配当金 2 14

受取地代家賃 10 10

為替差益 42 －

その他 25 17

営業外収益合計 81 42

営業外費用   

支払利息 69 52

休止鉱山鉱害対策費用 23 22

為替差損 － 67

その他 37 18

営業外費用合計 130 160

経常利益 277 151

特別利益   

固定資産売却益 7 －

特別利益合計 7 －

税金等調整前四半期純利益 285 151

法人税、住民税及び事業税 21 47

法人税等調整額 △4 △869

法人税等合計 17 △821

四半期純利益 267 972

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 244 970
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 267 972

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △31 △31

繰延ヘッジ損益 0 △9

為替換算調整勘定 △12 △11

退職給付に係る調整額 11 207

その他の包括利益合計 △31 155

四半期包括利益 236 1,127

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 222 1,125

非支配株主に係る四半期包括利益 13 1
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用しております。これにより当社

宮古工場触媒再生設備等及び一部の連結子会社については、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 226百万円 221百万円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
化成品
事業

機械事業
電子材料
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 4,075 1,159 357 5,592 274 5,867 － 5,867

セグメント間の内部売上高

又は振替高
9 － － 9 10 19 △19 －

計 4,085 1,159 357 5,602 285 5,887 △19 5,867

セグメント利益 265 43 51 361 154 515 △189 326

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△189百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△182百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
化成品
事業

機械事業
電子材料
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 3,886 687 374 4,949 307 5,257 － 5,257

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3 － 17 20 10 31 △31 －

計 3,890 687 391 4,969 318 5,288 △31 5,257

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
336 △25 △7 303 189 492 △222 269

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△222百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費

用△209百万円などが含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3.08円 12.24円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 244 970

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
244 970

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,290 79,288

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月12日

ラサ工業株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藥袋 政彦   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成田 礼子   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（※）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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